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An examination of mechanical design by VE method 
Miyashita Satoshi* 

 
要旨： ＶＥは製品の開発計画やマーケティング活動における課題を解決し企業の利益率を向上させていくこ

とを目標とした技法である．消費者が要求する製品やコストを分析して製品やサービスの質を高めていくこと

を目的とし，製品開発の改善技法として注目を集めつつある．前報では製造業の設計現場での製品開発に主眼

をあて，ＶＥ技法の概略について解説し，ＶＥ技法を用いた設計技法について考察した．ＶＥは問題解決のた

めの技法としてＶＥジョブプランがあり基本的な手順として１０のステップで構成されている．本報では続報

としてステップ５の原価分析を中心に解説する． 
キーワード:  ＶＥ，ＶＡ，価値分析，価値工学，設計 

 

 

１．はじめに 

本年は１年を通じて製品やサービスの値上げの

ニュースが続いた．また経済の国際化により，海

外企業との競争の激化や，情報の伝達速度が高ま

ったことで，消費者ニーズがより多様化し，より

多機能な方向に進んだことから，消費者の製品に

対する要求はますます厳しくなっている．このた

め他の製品との差別化を狙いとしてあらゆる製品

の企業間の競争が激化している．このような状況

でＶＥ技法による製品開発の改善手法に注目が集

まりつつある．本報では前報に続きＶＥ技法の概

略について解説し，続報としてステップ５の原価

分析を中心に解説する． 

 

２．ＶＥとは 

ＶＥ（Value Engineering：価値工学）は，1947 年，

マイルズがＶＡ（Value Analysis：価値分析）を発

表したときに始まる．その後，アメリカ国防総省

で 1954 年にＶＡの考え方を導入し，それをＶＥ

と名づけた．ただしＶＡもＶＥもその考え方は全

く同じであり，一般的には，製品やサービスの開

発過程においてどの段階で適用されるかによって

呼び方を変えている．ＶＥの最大の特徴は，問題

解決のためのいろいろな個別情報を持っていると

いうことより，問題解決のアプローチ方法にある．

ＩＥ（Industrial Engineering），ＱＣ（Quality Control）

が分析的アプローチをとっているのに対して，Ｖ

Ｅでは機能的アプローチで問題解決を行っている．

分析的アプローチは，今ある問題状況を詳細に分

析して，解決案を探り，それについて改善してい

くという手順を経る．一方，機能的アプローチは，

製品やサービスが本来持つべき機能は何かを明ら

かにし，その機能を分析して解決案を発想してい

くという手法をとる． 

従ってＶＥは既存の製品の改善などの問題解決

にも活用できるが，機能的アプローチで問題解決

を図るというＶＥの考え方自体は，製品の開発設

計の問題解決に最も適した管理技術と言ってもよ

い．  

 

３．ＶＥの定義 

ＶＥとは，消費者に提供する製品やサービスの

価値が最も高くなるように，消費者のニーズを機

能で捉えて，その機能を最小コスト（ライフ・サ

イクル・コストの最小化）で実現するための手段

を考え，必要な機能を確実に達成するために，製

品やサービスの機能的研究を行う体系的かつ組織

的活動である．特に消費者と対象とした製品の開

発設計や改善手法としての応用例として次の２点

が挙げられる． 

① ライフ・サイクル・コストの最小化 

② 必要な機能の確実な達成 
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従って，ＶＥはユーザーが必要とする製品の一

生涯の機能を最小コストで，かつ確実に達成する

ことを考えることが目的であり，いわゆる「安か

ろう，悪かろう」を追求することではない． 

またＶＥでは「機能」「ライフ・サイクル・コス

ト」「価値」を次のように定義している． 

（１） 機能Ｆ 

（２） ライフ・サイクル・コストＣ 

（３） 価値（コスト価値〔Cost Value〕および. 

使用価値〔Use Value〕）Ｖ 

 

Ｖ（価値）＝Ｆ（機能）／Ｃ（総コスト） 

 

４．ＶＥの進め方 

ＶＥの進め方は，ＶＥの基本をとり入れた企業

独自の手法や，対象となる製品に特化した手法な

どさまざまであるが，現在，ＶＥは「機能的アプ

ローチ」と「消費者志向」という２つの特徴か

ら，開発・設計や製品改善の手法として多く用い

られている． 

・機能的アプローチ 

機能的アプローチは製品やサービスが本来持つべ

き機能は何かを明らかにし，その機能を分析して

解決案を発想していくという手法をとる．コスト

の削減についても単に材料費や加工費などを削減

するのではなく，目的となる機能を達成する手段

を変更することによってコストの削減を目指す． 

・消費者志向 

消費者は，製品自体に価値を見出しているのでは

なく，製品の持つ機能に価値を求めている．従っ

て，価値の改善も消費者の目線で行うことが重要

である．いずれにしても，進め方の良否が，ＶＥ

の効果の良否に関係することになるが機能的アプ

ローチの観点から要求される機能とコストとの関

係を科学的に分析し追及することが中心となる．

ＶＥには，問題解決のための手法としてＶＥジョ

ブプランやＶＥ実施計画などがあり，これらを総

称して機能的研究という．これは現在の製品の機

能をもとにして，さらに機能とコストのバランス

がとれた製品やサービスを創出していく問題解決

方法である．ＶＥジョブプランには手順があり，

これを基本ステップという．ＶＥの基本的な手順

には，次の図１に示す１０ステップで構成され

る． 

step1 実施計画の設定 

⇩ 
step2 対象の選定 

⇩ 
step3 情報収集 

⇩ 
step4 機能分析 

⇩ 
step5 原価 （コスト）分析 

⇩ 
step6 価値評価 

⇩ 
step7 アイデア発想 

⇩ 
step8 アイデアの具体化 

⇩ 
step9 提案とフォローアップ 

⇩ 
step10 実施とレビュー 

図１ ＶＥの基本的な手順 

ＶＥはこの１０ステップを順次実行して最終的に

目標の達成を目指して進めていく．次に前報に引

き続きステップ 5 での実施内容とポイントとなる

事柄について解説する． 

4.1 ステップ 5 原価（コスト）分析 

前段のステップ４では機能分析によって製品の仕

様や開発を中心にしたアプローチであったが，ス

テップ５は製品のコストダウンを中心にしたアプ

ローチになる．このステップでは，はじめにＶＥ

の対象製品の原価（コスト）を算出する方法を明

確にする．ここで言うコストとは先に述べた製品
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やサービスのライフサイクルのすべてにわたって

発生する総費用（ライフ・サイクル・コスト）を

指す．はじめに現行製品のコストを明確化するた

めに，必要とする機能の達成に費やされるコスト

を算出する．ステップ４の機能分析で機能を定義

して類型化できたら，機能分野ごとのコストを算

出する．これを機能別コスト分析と言う．機能別

コスト分析の留意点は，できるだけ現場の実態に

即したコストの配賦を行うことである．たとえ

ば，この加工はどの機能分野と関連しているか，

を明確にしてコストを配賦する。また後ほど解説

するコストの定義にしたがって，対象の構成要素

やライフサイクルで生じるコストが，各機能にど

れだけ関連しているかを明確にしておく，ライフ

サイクルを構成する段階は，企画・研究開発・設

計といったエンジニアリングチェーンから，調

達・製造・流通といったサプライチェーン，保

守・保全・点検や廃棄といった末端工程まですべ

てを含む．各段階では様々な，時間・人員・資金

といったコストが生じるため，これを把握・整理

するのがコスト削減に至るために重要となる．こ

こでは構成部品のコストが各機能にどれだけ関連

しているかを明確にし，構成部品のコストを各機

能に配賦する。最終的には製品利益全体の検討を

行う．原価の算出方法としては，全部原価計算，

部分原価計算，直接原価計算がある．通常，原価

計算という場合は全部原価計算を指すが，ここで

は直接原価計算を算出方法として解説する．また

直接原価計算の用途として，内外作の決定などに

も応用できる．はじめに，対象製品にＶＥを適応

する前の原価を算出する．原価を算出する方法の

基本的な考え方は，次の通りである． 

・可能な限り広範囲に把握する 

分析の対象を可能な限り広範囲に広げ，あらゆる

コスト要因を把握する．トータルコストを基に最

終利益を割り出す基本計画へと結びつける．製造

業においては製品開発のプロセスにコストを発生

させる要因が存在する．図２に製品の開発プロセ

スにおけるコスト発生要因を示す． 

①機能決定 

⇩ 

②構造決定 

⇩ 
③使用材料決定 

⇩ 
④製造方法決定 

⇩ 
⑤工程決定 

図２ コスト発生要因 

このなかで②から⑤までがコスト発生要因とな

る． 

・可能な限り詳細に分析する 

原価内容を可能な限り細分化する．これによりコ

ストの発生に対する正しい評価や判断が可能にな

る．細分化したものはリストに表す．この場合，

○○は××である，といった簡単な文章で表現

し，項目やプロセスごとに整理しておくと後の分

析がしやすくなる． 

・可能な限り直接的に把握する 

すべてのコストを直接的に把握することで，製品

の原価計算に直接結びつく，本当の原価を明らか

にし，製品の本当の収益を生み出す．また，製品

を機能別に分類したり，業務部門ごとに分類し，

変動費と固定費，直接費と間接費別の分類などに

より，原価発生の本質を追求する．ここで変動費

には材料費，製造費，諸経費があるがいずれも構

造，材料，製造方法，工程によりコストが決定さ

れる．また固定費には労務費や償却費用などが含

まれ，変動費と固定費をたしたものが，原価とな

る． 

・算出コストを明確にする 

製造プロセス以外では，製品の原価は生産時期や

生産数量，外部調達品の価格条件など多くの要因

により変動するので，そうした条件を明確にして

おく．また，生産に関する変動要因とその内容を

正しく把握し，各種条件の設定や基礎数値の算出

方法を明確にして，関係者の合意を得ておく． 
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 ＶＥの活動による成果は，コストで評価する．

したがって，このステップでは，すべてのコスト

を直接的にとらえて分析し，実質的な効果を生み

出しやすい状態にしておくことが重要である．最

終的にはコストをいかに押さえることができるか

に尽きる．ただし実際にはコストを減らしやすい

分野と，しにくい分野がある．したがって図２に

示したコスト要因のすべてを減らす必要は無く，

一部分のみを減らしても良い．ＶＥ活動をコスト

に関する管理技術と捉えるとおおよそ次の分野の

コスト分析に適する． 

1. 製品の仕組みを変更する 

2. 製品の構造を変更する 

3. 材料費を減らす 

4. 製造費を減らす 

5. 固定費を減らす 

6. 製品の機能を創造する 

また管理技術には他にも様々な手法があるが，

用いる管理技術によって，どの部分が適するかは

異なる．ＶＥ手法は特に製品の新規開発に有効な

手段と言える．既存製品の改善や品質問題につい

ては，たとえばＱＣ活動のほうが適するものと考

えられる．利点としては，他の管理手法よりも導

入しやすいことが上げられる．コスト分析に最大

の効果を狙うのであれば図２に示す①の段階から

始めることが望ましい．ただし，時間の制約など

で十分に活動時間が得られないのであれば，どの

部分を改善するのがもっとも効果的かで分類し，

効果が期待できるものから着手することも可能で

ある． 

4.2 原価分析事例 

原価分析として多く検討される事例を２例紹介す

る． 

・事例 1 部品の締結方法の検討 

ネジによる部品の締結は手軽な方法の 1 つと言え

る．さらに安価で入手しやすい点からも多くの場

面で用いられている．しかし部品１つ当たりの締

結箇所が増加したり，生産個数が増加すると，ね

じ１個のコストも積み上がり予算をオーバーする

可能性も出てくる．また通し穴を設けたり，締結

相手側にネジ穴を設けるとなると加工費も積み上

がってくる．この場合はネジ以外の締結方法を検

討する．検討のポイントは部品の締結機能を維持

しながら他の締結方法を探すことにある．締結機

能とは，絶対に緩ませたくない強固な締結，分解

などで着脱の可能性もある緩い締結など締結の強

度による機能や，振動に対応するゆるみ止めや，

使用する材料，締結部品の形状，水・油・屋外な

ど締結部分がさらされる対環境による機能など

様々存在する．これらの必要な機能を維持しつつ

ネジ以外の溶接・リベット・溶着・接着などの締

結方法を検討し，部品点数の削減や材料の変更，

製造工程の短縮などによりコストダウンを目指

す． 

・事例 2 メンテナンス期間延長の検討 

長期間使用される機械は部品の消耗により徐々に

故障率が高まっていく．このため定期的なメンテ

ナンスが必要になる．そこで，可能な限りメンテ

ナンスの期間を長くすることができれば、メンテ

ナンス費用の削減になる．特に定期的なメンテナ

ンスは故障の有無にかかわらず一定の期間毎に行

われることから固定費に相当するため，メンテナ

ンス期間の延長はライフ・サイクル・コスト低減

の効果が大きいと言える． 

５．おわりに 

本報では製造業の設計現場での製品開発におい

て，製品やサービスなど価値を高めていく手法と

してＶＥを紹介した．今回，ＶＥジョブプランの

基本的な手順としてステップ５の原価分析を中心

に解説した．これ以降については次報以降で紹介

する予定である． 
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